Diseases of Civilization in Henry James by タカハシ, ノブタカ & 高橋, 信隆
Osaka University








― 53 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（文 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１６９０  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            文学研究科文化表現論専攻 
学 位 論 文 名  Diseases of Civilization in Henry James 
            （ヘンリー・ジェイムズにおける文明の病） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 玉井  暲 
            （副査） 
            教 授 森岡 裕一  准教授 服部 典之  准教授 片渕 悦久 
            准教授 石割 隆喜 
論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は 19 世紀末アメリカの小説家ヘンリー・ジェイムズの描く人物像が、世紀末という風土の中で社会の動向
に不安を抱いた結果、偏執的な欲望に衝き動かされる存在であると位置づけ、文明の病という視点から彼らの生態を
探り、その異端性を明らかにせんとするものである。論文は序章、本論 11 章、及び結論から構成されており、全体
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７章では短編に見られる、主人公の視線が最新光学装置のそれと重なる点を指摘、第８章では、『鳩の翼』における
ファッションのメタファー性を考察する。続いて第９章では、『ある貴婦人の肖像』（1881）におけるメタファーとし
てのアメリカ風景を、第 10 章では、『カサマシマ公爵夫人』（1886）における遊歩者の役割について議論する。 




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文はジェイムズの作品を幅広く、かつ、綿密に読みながら当時の時代思潮にも目を配り、主要作品の作品論、
作家論はもちろん、文化研究をも射程に入れたスケールの大きな研究である。19 世紀末に焦点を絞り、文明の病――
強迫観念や不安、退廃――は、文明に対する人々の態度から発生するものであり、ジェイムズが描く人物たちは、肥
大化した妄想に執着するあまり、妄想の世界に取り込まれるとする結論は、従来の「異常心理」研究を文化論から読
みなおしており、ジェイムズ研究に新鮮な切り口を提供するものと思われる。 
 ただし、本論文において問題がないわけではない。章立てが多すぎて論点の展開が十分だとは言えない箇所が散見
されるし、時代背景の説明と他の作品からの断片的引用が作品論のスムーズな展開を妨げている。また、「文明の病」
「世紀末の不安」などの鍵となる概念規定が明瞭さを欠く点や、社会・文化の大きなコンテクストに広げようとすれ
ばするほど、登場人物の特殊事情がかえって浮き彫りになり、「社会不安の反映」の視点がかすんでしまう点は残念
である。 
 しかし、それらの点は望蜀のごときものであって、本論文の本質的な価値を損なうものではない。よって、本論文
を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
